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泉大津市健康づくり推進条例
～未病予防対策先進都市をめざして～

条例の構成を紹介します条例の構成を紹介します条例の構成を紹介します条例の構成を紹介します

泉大津市健康づくり推進条例

条例の全文はこちら▶

≪条例前文≫
健康は、人が生涯にわたり、心豊かにいきいきと暮らし続けるための基本となるもので

あり、心身を健康に保ち、生活の質を高めることは、市民共通の願いである。
本市では、これまで市民の健康寿命の延伸を目的に、生活習慣病の予防や食生活等に

対する具体的な目標を掲げた「いずみおおつ健康食育計画」を策定し、関係機関と連携し
ながら健康づくりに関する施策に取り組んできた。
しかし、近年、少子高齢化が急速に進展する中、要介護認定者数や医療費は増加傾向

にあり、また、新たな感染症への対策等、今後より一層の健康づくりの推進が求められて
いる。
このような中で、病気になる前の段階からの未病予防対策等の様々な健康課題を解決

し、心身の健康状態を高めるためには、一人ひとりの健康状態を見える化し、ヘルスリテラ
シー（健康情報の活用力のことをいう。）を高め、食育の普及や現代医学、伝統医学等の
多様な選択肢を提供し、市民が主体的に自分に合った健康づくりに取り組んでいくことが
大切である。また、乳幼児から高齢者まで、ライフステージ等に応じた健康づくりを、市、
市民、教育機関等、地域活動団体、事業者及び保健医療関係者の多様な主体の連携・協
働により地域全体で支援し、推進していく気運の醸成が必要である。
ここに、健康づくりの基本理念及び施策の推進のための基本的事項を明らかにし、誰も

がすこやかにいきいきと暮らせるまちづくりの実現を目指すことを決意し、この条例を制
定する。
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目的
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基本理念
市の責務
市民の役割
教育機関等の役割
地域活動団体の役割

第 8条
第 9条
第10条
第11条
第12条
第13条
附　 則

事業者の役割
保健医療関係者の役割
健康づくりの推進に関する計画の策定等
推進委員会
人材の育成及び活用
委任

市の健康づくりに
関する情報はこちら▶

４つの取り組み４つの取り組み４つの取り組み４つの取り組み

健康状態の見える化
健康づくりのスタートは、自分の
からだを知ることから！
未病状態の気づきを促していき
ます。

従来からの生活習慣病対策 新しい健康づくり対策

学びの場の充実
知識やノウハウを学び、体験でき
る場や、からだを整え実践する
ための機会や情報を提供してい
きます。

食育の推進
食育は生きる上での基本。
生涯を通じ、からだの健康を支え
る「選ぶ力・作る力・食べる力」＝
「生きる力」を育んでいきます。

多様な選択肢
自分に合った健康づくりが見つ
かるよう官民連携・市民共創の
もと、多様な選択肢づくりに取り
組んでいきます。
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２つのめざす姿
▶市民のヘルスリテラシーが高まっている
新たな感染症予防対策や病気になる前の段階からの未病予防対策等、様々な健康課題を解決する
ために、一人ひとりの健康状態を見える化し、食育の普及や現代医学、伝統医学等の多様な選択肢を
提供します。そして、自分にあった健康づくりの選択、行動、継続を通じて、市民のヘルスリテラシーが
高まっている状態をめざします。

▶健康づくりを推進していく気運が醸成されている
乳幼児から高齢者まで、ライフステージ等に応じた主体的な健康づくりを、市、市民、教育機関等、地域
活動団体、事業者、保健医療関係者の多様な主体の連携・協働により“地域全体”で支援し、健康づくりを
推進していく気運が醸成されている状態をめざします。

誰もがすこやかにいきいきと暮らせるまちづくり

　現在の医療制度は、病気を見つける診断や、病気になってからの治療についての多くは保険適用で受け
ることができますが、健康増進や未病予防対策については保険適用されるサービスが少ない状況です。
また、個人の健康に対する関心や知識、所得や教育、職業などの社会的要因によって健康増進等に取り
組む選択肢に違いが生じ、そのことが、健康状態へも影響を及ぼすおそれがあります。そのため、市では、
従来からの生活習慣病対策に未病予防対策等を加え、健康づくりの気運醸成と環境づくりを推進し、
ヘルスリテラシーの向上と健康寿命の延伸・生活の質の向上をめざしていきます。
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泉大津市の健康状況を数字でみると…泉大津市の健康状況を数字でみると… 健康づくりの健康づくりの気運の醸成と環境づくり気運の醸成と環境づくりを推進する動きを推進する動き

健康寿命は、全国平均並
令和4年の健康寿命（平均自立期

間（要介護2以上を不健康な期間として算
出））をみると、男女とも、大阪府平均を上
回り、全国平均並となっています。一方、
不健康な期間は、男女とも大阪府平均よ
り短く、全国平均より長くなっています。

実態１

要介護になる方は
年々増加しています

要支援・要介護認定者数は、年々増
加し、10年前と比較して約1.3倍に
なっています。
今後も後期高齢者の増加に伴い、
認定者数の増加が見込まれます。

実態3

死因の半数以上が
生活習慣と関わりの
深い病気

令和5年の泉大津市民の主要死因をみると、
悪性新生物（がん）、心疾患、脳血管
疾患など、生活習慣と関わりの深い
病気が5割を超えています。

実態2

資料：大阪府健康医療部健康推進室「大阪府内市町村の健康寿命について（情報提供）」

健康寿命（平均自立期間）と不健康な期間（令和4年）

要支援・要介護認定者数の推移（泉大津市）

主要死因（令和5年・泉大津市）

資料：厚生労働省「人口動態統計（確定数）の概況」

大動脈瘤及び解離 0.6%
高血圧性疾患 0.6%

糖尿病 0.9%
自殺 1.3%

肝疾患 1.4%
慢性閉塞性肺疾患 1.4%

腎不全 1.9%
不慮の事故 2.6%

老衰 5.5%

その他
25.8%

悪性新生物
（がん）
27.6%

心疾患
19.3%
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資料：厚生労働省「介護保険事業状況報告（月報）」（各年3月末現在）

（人）

要支援1　　要支援2　　要介護1　　要介護2　　要介護3　　要介護4　　要介護5

平均寿命が延伸し、人生100年時代ともいわれる今、生活の質を保つためには、健康寿命を延ばすこ
とは重要です。そのため、市では、病気の重症化を予防することだけではなく、病気になる前（未病）
の段階からの健康づくりに取り組み、心身をより健康な状態に近づけていくことをめざします。

※「未病」とは、心身の状態を『健康か病気か』という２つに分けず、健康と病気の間を連続的に
変化するものとして捉え、このすべての変化の過程を表す概念です。

ここでご紹介している事業のほかにも、いろいろと取り組んでいきます！

★おでかけ保健室（出前講座）
３つの測定コースから選べる出前講座です。

★健康チェックDay（定期開催）
保健センターで毎月開催します。

★各種けんしん

測って知ろう！

食の体験で学ぼう！

楽しみながら健康に！

病気の予防・早期発見
早期治療・重症化予防

官民連携・市民共創で
新たな健康づくり！

新たな健康づくりの
発信拠点を整備！

病気の早期発見・早期治療・予防への
意識を高めるために、様々なけんしん
を実施しています。

★がん・生活習慣病予防講座
運動・栄養講座など「病気を予防し、生活習慣を
改善する」方法を学ぶ講座を開催しています。

★あしゆびプロジェクト
あしゆびから展開する健康なからだづくり
をすべてのライフステージで取り組んでいます。

★泉大津版未病予防健診
未病状態を早期に把握し、主体的な健康
づくりに取り組めるよう、女性ホルモン
に関する検査や腸内環境検査など、独自
に実施します。

★わくわく食育体験
「植える・育てる・収穫する・調理して
食べる」ことを通して、親子で
食の大切さを学びます。

★ときめき給食
毎月2回市内小中学校で実施している体により良い
食材等を使った心もときめく給食です。

★アスマイル
スマホアプリでお得に
楽しく健康づくりができます。

★シーパスパーク

★健康ボランティアの育成
健康づくりボランティアの育成を行っています。
興味のある方は、健康づくり課へ。

最新の
データは
こちら

ベジチェックや体組成測定、骨密度
測定などいろいろなメニューでからだ
をチェック。
市主催のイベントに出張することも！

★セルフ健康チェック
保健センターに設置。誰でも自由に測定できます。

健康づくりの発信拠点として、
多様なメニューで健康課題を改善するため、「健康
チェック」や「未病予防相談」、食育などをテーマにし
た「ワークショップ」が体験できる「健康ラボ」を定期
開催しています。

健康になれるまちを、みんなでつくっていきましょう！
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泉大津市健康づくり推進条例

条例の全文はこちら▶

≪条例前文≫
健康は、人が生涯にわたり、心豊かにいきいきと暮らし続けるための基本となるもので

あり、心身を健康に保ち、生活の質を高めることは、市民共通の願いである。
本市では、これまで市民の健康寿命の延伸を目的に、生活習慣病の予防や食生活等に

対する具体的な目標を掲げた「いずみおおつ健康食育計画」を策定し、関係機関と連携し
ながら健康づくりに関する施策に取り組んできた。
しかし、近年、少子高齢化が急速に進展する中、要介護認定者数や医療費は増加傾向

にあり、また、新たな感染症への対策等、今後より一層の健康づくりの推進が求められて
いる。
このような中で、病気になる前の段階からの未病予防対策等の様々な健康課題を解決

し、心身の健康状態を高めるためには、一人ひとりの健康状態を見える化し、ヘルスリテラ
シー（健康情報の活用力のことをいう。）を高め、食育の普及や現代医学、伝統医学等の
多様な選択肢を提供し、市民が主体的に自分に合った健康づくりに取り組んでいくことが
大切である。また、乳幼児から高齢者まで、ライフステージ等に応じた健康づくりを、市、
市民、教育機関等、地域活動団体、事業者及び保健医療関係者の多様な主体の連携・協
働により地域全体で支援し、推進していく気運の醸成が必要である。
ここに、健康づくりの基本理念及び施策の推進のための基本的事項を明らかにし、誰も

がすこやかにいきいきと暮らせるまちづくりの実現を目指すことを決意し、この条例を制
定する。

第１条
第 2条
第 3条
第 4条
第 5条
第 6条
第 7条

目的
定義
基本理念
市の責務
市民の役割
教育機関等の役割
地域活動団体の役割

第 8条
第 9条
第10条
第11条
第12条
第13条
附　 則

事業者の役割
保健医療関係者の役割
健康づくりの推進に関する計画の策定等
推進委員会
人材の育成及び活用
委任

市の健康づくりに
関する情報はこちら▶

４つの取り組み４つの取り組み４つの取り組み４つの取り組み

健康状態の見える化
健康づくりのスタートは、自分の
からだを知ることから！
未病状態の気づきを促していき
ます。

従来からの生活習慣病対策 新しい健康づくり対策

学びの場の充実
知識やノウハウを学び、体験でき
る場や、からだを整え実践する
ための機会や情報を提供してい
きます。

食育の推進
食育は生きる上での基本。
生涯を通じ、からだの健康を支え
る「選ぶ力・作る力・食べる力」＝
「生きる力」を育んでいきます。

多様な選択肢
自分に合った健康づくりが見つ
かるよう官民連携・市民共創の
もと、多様な選択肢づくりに取り
組んでいきます。

1

3 4

2

２つのめざす姿
▶市民のヘルスリテラシーが高まっている
新たな感染症予防対策や病気になる前の段階からの未病予防対策等、様々な健康課題を解決する
ために、一人ひとりの健康状態を見える化し、食育の普及や現代医学、伝統医学等の多様な選択肢を
提供します。そして、自分にあった健康づくりの選択、行動、継続を通じて、市民のヘルスリテラシーが
高まっている状態をめざします。

▶健康づくりを推進していく気運が醸成されている
乳幼児から高齢者まで、ライフステージ等に応じた主体的な健康づくりを、市、市民、教育機関等、地域
活動団体、事業者、保健医療関係者の多様な主体の連携・協働により“地域全体”で支援し、健康づくりを
推進していく気運が醸成されている状態をめざします。

誰もがすこやかにいきいきと暮らせるまちづくり

　現在の医療制度は、病気を見つける診断や、病気になってからの治療についての多くは保険適用で受け
ることができますが、健康増進や未病予防対策については保険適用されるサービスが少ない状況です。
また、個人の健康に対する関心や知識、所得や教育、職業などの社会的要因によって健康増進等に取り
組む選択肢に違いが生じ、そのことが、健康状態へも影響を及ぼすおそれがあります。そのため、市では、
従来からの生活習慣病対策に未病予防対策等を加え、健康づくりの気運醸成と環境づくりを推進し、
ヘルスリテラシーの向上と健康寿命の延伸・生活の質の向上をめざしていきます。
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